
実験動物福祉コミュニケーション 

 

Q&A 

 

 

（カテゴリー） 

#002 動物実験に関わる基本事項について・・ルールとガイドラインと体制

の整備 

 

（質 問） 

#000002  

問 10．３Ｒとは？・・動物実験倫理の国際的な原理 

 

（回 答） 

3R の原則は、Russell と Burch により 1959 年に提唱されたもので、動

物実験の実施に際してReplacement(代替法 の利用)、Reduction(使用数の削

減)およびRefinement (苦痛の軽減)に配慮すべきであるとしました。そして

それぞれの単語の頭文字をとり3Rの原理と呼び、適正な動物実験倫理の国際

的な原理となっています。この原理は2005年に改正されたわが国の動物愛護

管理法においても取り入れられています。すなわち同法第41条には「科学上

の利用の目的を達することができる範囲において、できる限り動物を供する

方法に代わり得るものを利用すること（Replacement：代替法の利用）」、

「科学上の利用の目的を達することができる範囲において、できる限り利用

に供される動物の数を少なくすること（Reduction：使用数の削減）」、及

び「利用に必要な限度において、できる限り動物に苦痛を与えない方法によ

って行うこと（Refinement：苦痛の軽減）」とあり、この原理に従って動物

実験を実施するよう促しています。 
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